
・地域特性
（人口、交通、インフラの数や状況等）
・自治体間の機能的なつながり
などを踏まえて対象エリアを設定
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Ａ市

Ｂ町 Ｃ村

対象エリア
（イメージ）

複数・多分野の施設を「群」としてまとめて捉え、
各「地域戦略」に基づき将来的に必要な機能を検討

道路/河川・砂防・海岸管理施設/
鉄道/港湾/空港/下水道/
公園/公営住宅 等

※例えば、規模の大きな市や、単一の自治体からなる離島など、単一の地方公共団体で
検討を進めることが適当な場合も考えられ、それぞれの地域の実情に応じて個別に判断

広域の道路や
鉄道ネットワーク
のつながり 等

※対象エリアを越える圏域も含めた
必要な機能にも考慮する必要

・・・

計画策定プロセス

検討主体
主体は、地方公共団体であるが、
国・県・市町村が一同に会し、
検討を進める会議・組織を設置することが考えられる

資料2-3

①維持すべき機能
②新たに加えるべき機能
③役割を果たした機能
に再整理し、個別インフラ施設の
維持／補修・修繕／更新／集約・再編／新設 等
を適切に実施
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A市

実施プロセス

地元事業者
中心のJV等

B町 C村

・・・

a橋

一定の
技術力・資本力
を有する事業者
を含むJV等

事業者等の
技術力・資本力等

b橋 c橋

・・・

●橋 ●橋

＜橋梁の例＞ ※分野横断的な包括的民間委託等を行う場合もある

包括的民間委託等による市域内での
広域的な維持管理

高度な技術を要する
補修・修繕、更新等

一定の技術力が
必要な修繕等

軽微な補修
日常的な維持管理

一定の技術力が
必要な修繕等

軽微な補修
日常的な維持管理

高度な技術を要する
補修・修繕、更新等

一定の技術力が
必要な修繕等

軽微な補修
日常的な維持管理

一定の技術力が
必要な修繕等

軽微な補修
日常的な維持管理

一定の技術力が
必要な修繕等

軽微な補修
日常的な維持管理

・・・
・・・

高度な技術力・
資本力を持つ
事業者等

・・・
・・・

・・・

高度な技術を要する
補修・修繕、更新等

高度な技術を要する
補修・修繕、更新等

高度な技術を要する
補修・修繕、更新等

・・・
・・・

・・・
・・・

・・・

周辺市町村や地域の民間事業者等と連携した
包括的民間委託等による広域的な維持管理

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・


